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○バス、鉄道、タクシーなどのモードを超えた移動手段の利用に関する手続き（検索・予約・決済等）を一括して行う
ことができるサービス。新たな移動手段（シェアサイクル等）の予約・決済等や、買い物、観光情報など移動以外の情
報提供等のサービスを付加することも可能。
○移動の利便性向上や交通以外のサービスとの一体化による移動需要の創出により、地域公共交通の維持・活性化、
自家用車から公共交通機関利用への転換によるCO2排出抑制など、地域が抱える課題の解決に貢献。
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■ ポストコロナにおける回復する移動需要を公共交通等で取り込むためには、
○ コロナ禍や社会経済情勢の変化により変容した利用者のニーズに的確に対応する
○移動の利便性を向上させる ことが重要。

■ 一方、移動需要自体がコロナ前の水準に戻らない予測もされているなか、地域の公共交通を維持していくためには、
○ デジタル化を通じた移動サービス全体の効率化、高度化を図ることも重要。

公共交通等の面的な利便性向上 変容した利用者のニーズへの対応
デジタル化を通じた移動サービスの効率化

ICカードやQRやタッチ決済、顔認証等の新たな決済手段の導入
支援

決済データ蓄積によりサービスの高度化を可能にし、接触を回避するという変
容したニーズに対応

シェアサイクルや電動キックボード、グリーンスローモビリティ等の新
しいモビリティの導入支援

カーボンニュートラルに資するほか、ラストワンマイルの移動ニーズにきめ細やかに
対応可能。パーソナル性の高い移動を求めるニーズに対応

AIオンデマンド交通の導入支援
実績：R4年度 さくら会無線配車共同組合(高知市)
地域において導入されているデマンド交通に対して、AIを用いたシステム導入
によりルートや配車、さらには経営を合理化

交通情報のデータ化、混雑情報を提供するシステム等の導入支援

DXによる経営やサービスの効率化、高度化

積極的に面的な移動サービスの利便性向上、高度化に取り組む
事業者への支援

新モビリティサービス事業計画の策定、評価に取り組む事業者へ
の支援

地方公共団体、事業者が密接に連携して面的に高度なMaaSの取組につ
いて、官民が連携して取組を実施することで、移動の高度化やスーパーシティ
／スマートシティを実現

【参考】ウィーンの事例
・WIENER LINIEN（ウィーン市交通局）が、U-Bahn（地下鉄）、トラム、バ

スを一体的に運営。
・年間定期券により、近郊鉄道も含めた乗り放題サービスを提供。
・デジタルチケット管理機能を持ったMaaSアプリも存在。

出典:2021/4時点 WIENER LINIEN HP

ポストコロナの移動需要を取り込むための公共交通等の高度化の推進

Ｒ３、4年度 琴参バス(株)（丸亀市、坂出市等）、R３年度 香川県三豊市
実績：R２年度 ことでんバス(株)（高松市）、宇和島自動車(株)(宇和島市)

3



MaaS連携高度化による移動のシームレス化の推進

エリアや事業を超えたシームレスな移動を実現するMaaSの実装に資する取組を支援する。

その際、マイナンバーカードの個人認証機能を活用した住民割引等の利用促進を図る取組について、

重点的に支援を行う。

概 要

マイナンバーカード(MNC)を活用したMaaSの実装

MNCと交通系ICカード等との連携による住民向けサー

ビス拡充への支援

MaaSを実施中の自治体における、MNCを利活用した

住民向けサービス開始のためのシステム改修への支援

＜取組事例＞
• 前橋市において、マイナンバーカードと交通系ICカードとの
連携による市民認証機能を実装し、公共交通の市民割引等を
提供。(右図）

令和４年度第２次補正予算
250億円の内数

MaaS開始に向けたシステム構築等

MaaSの実装に向けたシステム構築支援

その他のMaaS実装に向けた基盤整備支援
（交通情報データ化、混雑情報提供システム導入、キャッシュレス決済導入、

AIオンデマンド、グリーンスローモビリティ、シェアサイクルや電動キックボード等の新モビリティ導入）
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問い合わせ先

●四国運輸局交通政策部交通企画課

担当者 木村/山下/浅井
電話番号 ：０８７-８０２-６７２５
メールアドレス：skt-koutuukikaku@ki.mlit.go.jp


